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主要DI の推移（全体）

情報連絡員だより ～令和４年２月の報告より～

概 況

景況天気図（前年同月比）
売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全業種平均

製
　
造
　
業

食料品

繊維製品

窯業 ･土石

機械 ･金属

その他

非
　
製
　
造
　
業

卸売業 −

小売業 −

商店街 −

サービス業 − −

建設業 − −

運輸業 − −
天気図は、各景況項目について調査月と前年同月を比較して、DI 値を基
に判断したものです。
DI値 ＝（増加・好転）−（減少・悪化）÷回答数×100

減少
悪化

増加
好転

　売上高・販売価格は上昇するも、原材料価格・燃料価格の高騰に対して十分な価
格転嫁には至らず収益状況は悪化した。業種全体で景況感も悪化し、特にまん延防
止等重点措置の影響を受けた小売業・商店街では落込みが著しい。また、多岐にわ
たる業種で人手不足にあるとの声が聞かれた。

売上高・販売価格は上昇するも収益状況は悪化
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コメント掲示板
《製造業》

食 料 品

［パン］原材料価格の上昇を受け価格転嫁を行ったが、収益状況は好転していない。また、以前はショー
ケースでない陳列方法ゆえ買控えがみられたものの、コロナ禍での顧客の買物慣れを感じる。

［菓子］売上高は大幅に落ち込んだ前年と比較すると増加した。原材料及び包装材等の仕入コストが
上昇しており、価格転嫁を検討する動きが窺える。

［清酒］低迷が続いたが、今月は売上高が前年を上回り、収益状況は好転。

繊 維 製 品
［織物］原材料価格・染色等の加工費用が高騰しているが、価格転嫁は困難な状況にある。また、コ
ロナの影響で催事が延期・中止となり、厳しい経営環境が続く。

［外衣・シャツ］前年は医療関係者向け防護服の生産を行っていたため、売上高は減少となるも、通
常の受注の引き合いが増えている組合員もみられる。

窯業 ･土石
［生コンクリート］吾妻地域で大型の公共工事が終了したため、出荷量は前年を大きく下回り過去最
低となった。前年を上回る出荷があったのは富岡・甘楽地区のみ。

［砕石］公共工事・民間工事量がともに減少し、売上高も減少した。さらに、燃料価格・重機プラン
ト部品等の値上がりを受け厳しい状況に置かれている。

機械・金属

［鍍金］原材料価格・燃料価格が上昇しており、取引先に対して価格転嫁を求めるも順調に進んでい
ない。ウクライナ情勢の影響によるエネルギー価格の更なる高騰を懸念。また、人材確保に苦慮し
ている企業が多くみられる。

［機械金属（高崎市）］原材料価格の上昇により収益状況が悪化した。しかし、仕事量は増加しており、
新工場を建設し増産体制を構築する組合員も出てきている。また、全体的に人手不足の傾向にある。

［自動車関連］ＳＵＢＡＲＵの半導体不足による減産を受け、下請企業の設備操業度は低下し売上高
は減少した。今後も減産は続いてしまう模様。従業員のコロナ感染により稼働停止となり部品供給
できない組合員も散見。

そ の 他
［紙製品］段ボール原紙価格や副資材価格が上昇しており、価格転嫁には粘り強い交渉が必要とみて
いる。また、人手不足が深刻な状況にある。

［砂利採取］出荷は好調であるが、原石の供給不足・人手不足等の影響で生産が追いつかない状況に
ある。価格改定を試みるも順調に進んでいない。

《非製造業》

卸 売 業
［各種商品(高崎市)］２月に開催予定であった大規模イベントはコロナの流行により中止となった。
また、自動車を一定台数保有する事業者は10月からアルコールチェックが義務化となる等の制度
改正がされるため、組合員は対応に追われている。

小 売 業

［燃料］燃料油価格激変緩和事業による石油元売への補助金が支給上限額に達する中、ウクライナ情
勢の影響で原油価格は更に高騰し仕入価格は上昇した。販売価格は前年比で30円／ℓ程度上昇し
ている。

［生花］重油価格高騰の影響で花材・資材価格が上昇し、これまで経験したことのない厳しい状況に
陥り、組合員からは廃業する話も出始めている。

商 店 街
［沼田市］コロナの流行もあり２組合員が廃業する。また、既に土地区画整理事業による移転や廃業
で店舗数は３割以上減少しているため、空き店舗も目立ち、今後を不安視。

［渋川市］渋川市独自クーポンの期限内使用を目的とした駆け込み需要があり、多くの店舗で売上高
は増加した。

サービス業
［建築設計］前年４月のアパート階段崩落事故を受け、建築基準法施行規則及び告示が一部改正され、
再発防止策への対応が求められている。

［伊香保温泉］売上高は大幅な落ち込みであった前年と比較すると増加したものの、コロナ流行前と
比較すると半減。平日に休館する旅館も数件あり、厳しさが増している。

建 設 業
［建設］公共工事の減少傾向が続く中、資材価格・軽油価格は上昇傾向にあり、収益状況は悪化した。
また、熟練技術者の確保に苦慮している組合員がみられる。

［解体工事］コロナの影響による飲食店テナントの撤退に伴う受注が発生している。

運 輸 業
［一般貨物運送］燃料価格は政府による対策が講じられるも高騰が収まらず、収益状況は悪化した。
荷動きについては、自動車関連は工場稼働停止の影響で低調であったものの、その他積荷の一部で
は庸車の手配が困難な日も発生した。尿素水については、入荷に落ち着きがみられるも購入量に制
限がかけられている。

※本調査は、情報連絡員55人の報告を取りまとめ、その概要を示したものです。


